
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

法人名 株式会社　　白寿会

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1490500103

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

事業所名 グループホームふぁいと天神橋

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成29年3月31日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 平成29年3月29日
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成29年3月29日

事　業　所　名

（ 〒232ー0033

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

平成29年3月31日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

15 ～ 22

平成19年6月1日
事 業 所 番 号

所　　在　　地

）

横浜市南区中村町5丁目317-３

サービス種別

定　 員　 等

グループホームふぁいと天神橋

登録定員

通い定員

宿泊定員

56 ～ 68

平成　　28　年度

株式会社　R-CORPORATION

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成19年6月1日指 定 年 月 日

株式会社白寿会

1490500103

　□　小規模多機能型居宅介護

平成29年3月10日
評 価 結 果
市町村受理日

平成29年8月4日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●このグループホームは株式会社「白寿会」の経営です。この法人は医療法人社団
「平平會」と一緒に介護と医療の連携を目指したグループ法人の「（株）白寿会・
医療法人社団平平會グループ」です。平成15年3月に施設を開設して以来、高齢者
グループホーム8施設・看護小規模多機能型居宅介護1施設、訪問看護ステーショ
ン・居宅介護支援1施設、クリニック2施設を運営しています。場所は、JR根岸線
「磯子駅」からバスで約15分徒歩3分の堀割川に面した住宅地に位置しています。
●事業所独自の理念をつくり、ユニット毎の事務所の職員がいつでも見れる場所に
掲示しています。理念を実践していくために、パーソンセンタードケアの考え方を
取り入れて、一人ひとりの性格傾向や生活歴、健康状態や感覚機能などを理解し、
利用者を中心としたケアの有り方を、具体的な5項目の文章にして、理念同様に掲
示をし、困難事例発生の場合などに活かされています。
●地域との交流では、日常の散歩で近所の方と挨拶を交わしたり、地区の町内会に
入会し、町内リサイクル活動に参加したり、近所の公園で行われる盆踊りや防災訓
練にも利用者と一緒に参加しています。また、事業所主催のバザーやバーベキュー
大会、敬老会などには、近隣住民の方や利用者の家族も沢山参加され、盛大な盛り
上がりをみせています。また、隣の区営住宅では高齢独居の方も増えてきてる関係
で、区役所からの依頼を受け、職員が区営住宅に出向いて、声掛けをしたり様子を
伺っています。

ご入居者様がそれぞれの持っている力を用いて、家事、ご入居様同士の助け合い等を
通して共同生活を送りながら、ご自身のペースで安らぎある生活を送っているホーム
です。その人の持っている力、できることを見出す支援を行うよう、職員一同取り組
んでおります。まだまだ道半ばではありますが、年々、地域との関わりを深められる
よう、地域との交流、運営推進会議の充実、相談、助言をホーム運営へ活かせるよう
努力しております。

Ⅴ アウトカム項目

36 ～ 55Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

ﾕﾆｯﾄ数
　□　認知症対応型共同生活介護

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

23 ～ 35

定員　計



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

ふぁいと天神橋

だいち

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地域の福祉向上、地域との交流を施設理念に掲げて
職員がいつでも見れる場所に掲示している。理念を
その時々の入居者の状態を鑑みて実践につなげる努
力をする必要がある。

事業所独自の理念を作成し、ユニット毎の事務所の
職員がいつでも見れる場所に掲示しています。理念
を実践していくために、認知症を理解し、利用者を
中心としたケアの有り方を、具体的な5項目の文章に
して、理念同様に掲示し、困難事例発生の場合など
に活かしています。

　　今後の継続

　Ⅰ　理念に基づく運営

地域の方々との挨拶等は交わしている。町内会を通
して交流の幅を広げられる様、夏祭りへの参加、町
内リサイタル活動への関わりを持っている。

地区の町内会に入会し、近所の公園で行われる盆踊
りや防災訓練に利用者と一緒に参加しています。事
業所主催のバザー・バーベキュー大会・敬老会など
には近隣住民や利用者の家族も沢山参加され、盛大
な盛り上がりをみせています。また、町内リサイク
ル活動に参加したり、散歩の際には地域の方々と挨
拶を交わすなど地域と良好な関係が構築できていま
す。

　　今後の継続

運営推進会議、民生委員との相互連絡により認知症
の理解には努めている。が近隣集合住宅等、地域の
人々へ生かし切れているかは、今後の課題となって
いる。

運営推進会議において、各入居者の日常生活の報告
を密に行い、事故報告、事業報告、また困難事例に
対する助言を、地域包括よりのオブザーバー、民生
委員、家族代表より受け、日々の入居者対応に活か
す努力をしている。

運営推進会議は、地域包括支援センター職員、町内
会長、民生委員2名、家族代表の参加を得て、年6回
開催しています。事業報告、事故報告、困難事例な
どの報告に対して、出席者よりアドバイスを頂くこ
ともあります。議事内容は、朝の申し送りやユニッ
ト会議などで職員に伝達しています。

　　今後の継続

市担当者には以前のような困難事例等が存在してい
ない為、入居者の様子をその都度伝える協力関係に
なっている。受診時の病院への連絡はスムーズに
行ってもらっている。

南区役所の担当課とは、利用者の様子をその都度伝
えています。生活保護受給者が受診時には、区役所
保護課から病院への連絡をしてもらい、スムーズな
受診が受けられるよう連携を図っています。横浜市
グループホーム連絡会に加入し、交換研修などに参
加しています。

　　今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

虐待防止の徹底については一通り外部研修にには参
加している為、新入職の職員にも順次参加させるよ
うに計画中ではある。フロアー会議、ケアカンファ
レンスでも順次虐待防止について話し合ってはい
る。

身体拘束は一切行っていない。玄関施錠も日常行っ
ていない。無断外出が続いた際に例外的に収束する
まで限定にて行い、夜間帯は防犯の為施錠してい
る。

身体拘束防止マニュアルがあり、身体拘束や虐待に
ついての研修も行われています。職員は、どの様な
行為が拘束か、または虐待かを理解して、拘束のな
いケアが行われています。言葉による拘束について
は、職員同士で相互に注意をして気を付けていま
す。玄関の施錠は、日常行わず夜間帯は防犯のため
施錠しています。

　　今後の継続

運営推進会議、アンケート、訪問時の話し合い時に
意見を収集し、運営に反映させられるように努力を
しているが、更に苦言も発信してもらえるような努
力も必要と思われる。

家族の面会や運営推進会議で訪問時に、職員から利
用者の生活状況を伝えると共に、意見や要望を聞い
ています。今後は、四季報を発行して面会に来られ
ない家族も含め、利用者の生活状況を報告して、家
族からの意見・要望を聞く予定でいます。聞いた内
容は個人履歴に記録して運営に反映させています。

　　今後の継続

成年後見制度利用の入居者の後見人、、日常生活自
立支援事業の担当者とは訪問時、電話連絡等で密な
連絡を取り合っている。また、定期的訪問も受けて
いる。

契約に関する説明と納得については本部担当者が重
要説明事項等を説明し理解を得ている。また、後の
家族等の疑問にも説明を行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

基本的にはOJTでの教育となっている。なた、内外研
修、交換研修も活用している。職員全員がオールマ
イティに自発的に情報共有して業務に取り組むト
レーニングを目指している。

日常的に職員の意見、提案は聞くようにしている。
ユニット会議、申し送り時間に話も聞いている。

管理者は、職員と日頃から話のし易い状態に心掛
け、意見、提案は、直接または、ユニットリーダー
から聞いています。毎月のユニット会議や2～3ヶ月
毎の全体会議でも職員の意見、提案を聞いていま
す。毎月行われるホーム長会議では、職員からの意
見、提案が報告され運営にも反映されています。

　　今後の継続

定期的に査定は行い、賞与、昇給時には少なからず
反映されている。労働時間は適正な範囲になってお
り、有給消化率も向上している。サービス残業も皆
無である。が、職能を反映した賃金体系ではない
為、実力に比例した賃金であるとは言い難い面もあ
る。

同業者との交流は継続性が保たれていない。研修等
で知り合った同業者とのネットワークつくりをしな
ければならないと思う。が、市内のグループホーム
間の交換研修以外は機会を設けている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居の初期段階で本人の主訴を把握する努力を職員
各人が行っていると思われる入居前の過去の生活
歴、家族関係の把握はし切れていない場合もある
為、日常の援助の中で行っている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

利用初期の場合は特に家族等の不安、要望を聞く事
に努めている。家族がいない場合、連絡不能な場合
は、本人の意思を引き出せるよう、心がけている。
また行政担当者との密な連絡もさらに必要とされ
る。

入所時アセスメント、面談をふまえて、まず、必要
とする支援を見極めるように努めているが、実際に
は時間の経過が必要な場合が多い。

グループホームの特性を活かし、ともに生活する姿
勢で支援に当るよう、各職員努力している。入居者
同士での助け合いも見られ、共に生活する関係も出
来ている。

利用者の家族とは、日常の報告をして、生活の様子
を知らせるようにしている。家族の絆を途切れさせ
ないように、受診等も協力願っている。家族から
は、受診、散歩、外出支援に於いて協力頂き、良い
関係が構築されている。

家族、親類、友人も定期的に訪問されている。が、
頻繁に訪問を受ける入居者、家族の訪問連絡が途絶
えがちな入居者の差異は現出している。

訪問は、家族・親戚・友人などが定期的に来られま
すが特定な利用者に限られています。家族と一緒に
外出して外食する方、正月に外泊される方もいま
す。また、電話を掛けたり、年賀状や手紙のやり取
りをしている方には、職員が取り次ぎや宛名書き等
の支援を行っています。理美容は、2ヶ月に1回の訪
問理美容を全員が利用しています。

　　今後の継続
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

退所後も、暫くは交流もある入居者もいるが時間の
経過と共に途絶えがちである。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

利用者同士がお互いに出来ない事を補い合って生活
できる様に、支援している。自立度の高い入居者
は、重度の入居者に自分のできる範囲での手を差し
伸べてくれている。お互いに危険行為とならないよ
う、職員は対応している。

自己決定ができる様支援はしている。あえて意思表
示が苦手な入居者への意向の把握は日常の交流を通
して意思の把握に努めている。（訪室時、入浴介助
時などの機会に）

利用者が自己決定を出来るように、本人の希望や意
向を尊重した支援を心がけています。利用者担当制
はひかず、職員一人ひとりが全員の利用者を観察
し、特に意思表示の困難な方へは、希望や意向の把
握をするために、1対1の場面を作るなどの工夫をし
ています。得られた情報は個人履歴に記録し職員間
で共有しています。

　　今後の継続

入所時、また日常の会話の中で把握するようにはし
ている。また、ご家族からも情報提供頂けるよう、
協力いただいて把握に努めている。

一人一人の一日の過し方、心身状態、ストレングス
の把握に努め、できることの把握に努めている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

介護計画のモニタリング、生活見直しシートをもと
に、介護計画原案を作成し閲覧、意見、アイディア
を集約し翻案につなげている。本人家族には説明と
同意を得ている。

日毎に、介護計画のサービス内容をチェックし、月
末で結果のモニタリングを行い、生活見直しシート
を基に介護計画の原案を作成しています。原案は全
職員で閲覧し、意見、アイデアを集約したものを正
式な介護計画としています。特変等が無い場合は、
6ヶ月毎に見直しをして更新しています。

　　今後の継続

個別記録にケア内容、本人の状態を記入して、情報
共有の結果をもとに介護計画原案作成に役立てるよ
うにしている。

事業所の多機能化には、柔軟な支援に心がけている
がいまだ結びついてはいない。どのような多機能化
が可能かのコンセンサス作り、環境整備が課題とさ
れる。

フォーマル、インフォーマルを含めて地域資源の整
理をし、本人のストレングスを引き出せるようにし
たい。社協のお散歩ボランティア、将棋ボランティ
アの活用は行った。傾聴、

かかりつけ医、医療機関との連携はとられている。
入退院時の病院連携は受け入れ先により対応に差異
がある為、受け入れ先の開拓も今後の課題とされ
る。（相談室もふくめ。）

協力医療機関より内科は、週1回の往診があります。
歯科は、週の土曜日に往診があり、全員を対象に口
腔ケアが行われています。法人本部より看護師が週1
回来て、健康管理や爪切りなどが行われ、3ヶ月に1
回は採尿・採血、6ヶ月に1回は心電図の検査も行わ
れています。入院が必要となった場合の受け入れ病
院を現在検討されています。

　　今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

看護職員には、異変の兆候見られたときは、指示を
うけて入居者対応している。また、週1回は看護師の
訪問を受けている。

体調不良時、異変時の受け入れ病院とは連携し、退
院後の指導導等を受ける機会は得ている。が緊急対
応時に受け入れられずに、他病院への搬送も現出し
ている。より良い関係の築ける病院相談室の開拓も
課題である。

地域との連携は推進会議等を通じてなされており、
防災マニュアルは完備されているが全員に周知徹底
される必要があり課題である。地域との防災の共有
が必要である。

防災訓練は年2回、うち1回は消防署の立ち合いの下
実施しています。地域で行われる防災訓練には職員
が参加しています。事業所では防災マニュアルも完
備していますが、全職員に周知されていないため、
今後、防災設備点検に合わせた訓練を行ったり、施
設における減災・防災の研修に参加するなどを検討
しています。

　　今後の継続

重度化に備えての説明、同意は家族、関係者との間
で早期より交わしている。地域との関係は推進会議
での相談、助言により、チーム支援に活かされつつ
ある。

入居時に、重度化に備えた指針の説明を行い同意を
得ています。重度化した場合は、家族・医師・看護
師・事業所の関係者も交えて話し合いを行い、方向
性を決めています。現在まで看取りの実績は有りま
せんが、法人としての看取りマニュアルは有り、医
療機関や看護師との24時間連絡体制も出来ていま
す。

　　今後の継続

法人内研修で緊急対応を学んでいるが参加急変時、
事故発生時はマニュアルに沿った対応を取れるよう
にしている。夜勤対応もある為、すべての職員が冷
静に対処できる力を身につける必要がある。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

人格尊重、誇りやプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応はとられていると思う。認知症高齢者には、
たとえ親しみをもってしても、子供に話しかけるよ
うな呼び方、話し方、厳禁としている。

利用者の誇りや、プライバシーを損ねない様に配慮
した、言葉掛けや対応を行っています。特に、トイ
レ誘導時などの声かけは、声の大きさやトーンに留
意しながら、他の人に気付かれない様、声掛けして
います。接遇とコミュニケーションの研修も定期的
に開催されています。年に1度は自己評価による
チェックも行われています。

　　今後の継続

利用者から思いや希望は表出されている。自己決定
は出来るようにしているが、他入居者との関係も考
慮して対応している。

一日の日課の中で、それぞれが自分なりのペースで
生活はされている。リビングで過ごす方、居室で過
ごす方それぞれ、となっている。

自宅より持ち寄ったもの、入所後購入したものを含
めて身だしなみやおしゃれの支援はしているが、一
緒に買い物に行ける入居者は特定される部分もあ
る。毎日の装いは各自基本的にアドバイスをして、
ご自分で選ばれている。

それぞれの出来る範囲で準備、片付け等を行ってい
るが、特定の利用者にかたよるきらいはあるが、そ
れぞれが出来る範囲で家事への参加をしている。

3食は、メニュー付き食材を業者に委託しています。
利用者は、野菜の皮むき・テーブルセット・配膳・
下膳・食器洗い拭きなど、可能な範囲で手伝っても
らっています。季節の行事に合わせ、宅配で、お寿
司・ピザ・仕出し弁当なども取っています。手作り
のおやつ・サンドイッチ・ラーメンなども利用者と
一緒に調理しながら召し上がっています。

　　今後の継続
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

栄養バランス、カロリー計算は、業者の食材による
管理。量は各人の適正量に沿って提供。水分量は一
日の水分量を記録して把握している。

毎食後口腔ケアの支援をしている。毎週土曜日に、
歯科医師、歯科衛生士による口腔ケア指導を受けて
いる入居者もいる。

全入居者、（パット、リハビリパンツ利用の方をふ
くめ、完全に寝たきりの状態にならない限りは、ト
イレでの排泄支援を行っている。

現在は、約半分の方が自立されており、残りの方も
含め全ての方が、昼夜トイレでの排泄を行っていま
す。尿取りパットは、排泄チェック表にて失敗の状
況を、時間帯や日々の様子の確認をして、極力使用
しない方法をとっています。

　　今後の継続

ヨーグルト、牛乳、サツマイモ類をおやつ等に活用
している。

入浴の順番で入居者の不満があるため、曜日設定は
しているがているが、各人の希望、タイミングに合
わせて柔軟に対応はしている。入浴拒否の場合は時
間をずらして声かけしている。

入浴は基本的に週3回を基本として、ユニット毎に利
用者に合わせて臨機応変に対応しています。入浴日
は男性と女性で分けたり、同姓介助を希望される方
にはその様に対応しています。入浴の順番も利用者
の希望やタイミングに合わせています。ほぼ毎日入
浴剤を使用して入浴を楽しむ工夫もされています。

　　今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

各人の思い思いに休息、睡眠をとられている。が不
眠、夜間多動、トイレ頻回の入居者にはその都度対
応している。良質な睡眠がとれるよう、不眠の入居
者に関しては医療と連携して対応している。

毎月、薬剤師の居宅管理指導を受けて、薬の目的、
副作用、についての指導をうけている。用法、は医
師の指導、容量は往診医の処方、薬の一包化によっ
て管理されている。

生活歴、や本人の力を生かした役割は家事への参加
によって支援している。楽しみごと、気分転換の支
援は、催しもの、１、2階共同のレク企画、各フロ
アー個別の企画にて行っている。

散歩支援、買い物同行支援に努めている。家族と買
い物、食事、墓参り等で外出されている入居者もい
る。重度の入居者も含めての外出支援は今後の課題
ではある。

日常の散歩は、車椅子の方も一緒に近くの公園まで
のコースを行かれています。買い物はおやつの食材
や調味料などと、個人の日用品などを利用者と一緒
に近くの店まで行っています。利用者全員で町内会
館に出かけカラオケをして仕出し弁当を食べる事は
ありますが今後は、観光地へ大型バスを利用して行
くことを課題にしています。

　　今後の継続

お小遣いはホーム管理であるが、希望する入居者の
お金所持支援も行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

家族との電話、手紙のやり取りの支援は継続して行
われている。

共用の空間での照明の加減、夜間に音がしないよう
に職員が調整している。庭に花や野菜栽培で季節感
を取り入れている。室温度は暑すぎない様、または
寒すぎない様、随時、調節している。

リビングには床暖房がされており空調・照明なども
職員が細目に調整しています。夜間のテレビの音量
にも気を付けています。1階は庭に、2階はプラン
ターに、花や野菜を栽培して季節感を取り入れてい
ます。１階のベランダには、見晴らしの良い広い
ウッドデッキがあり、天気の良い日は、利用者が日
光浴をしたり、洗濯物を干されたりしています。

　
　　今後の継続

共用空間の中では、各人がそれぞれの定位置を利用
者同士で調整しながら確保し、思い思いにすごして
いる。入居者間で、ある程度定位置が決まっている
ようであるが、それぞれに協力して安心空間を確保
頂いている。

自宅より持ち寄ったもの、新たに購入したもので本
人の居心地良い居室とされている。本人の状態に合
わせて家族と連携して協力している。

自宅で使い慣れた家具や備品類を、持ち込んで頂く
ように、入居時に説明をしています。整理ダンス・
テレビ・ラジカセ・仏壇などと写真や手作り品など
が、本人にとって居心地の良い状態に、置かれてい
ます。家族の要望で、マットを直接床に敷かれ使用
されている方もいます。

　　今後の継続

ホーム内はバリアフリーにはなっているが、ソ
ファー、食席配置、浴室の滑り防止、寒暖差が無い
よう配慮している。
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事業所 ふぁいと天神橋

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

遠出の日帰り旅行等の支援 気候の良い時期にバスを

1 49 が出来ていない。 レンタルし、普段行けない場所 6ヵ月

で気分転換をする。

職員の対人援助者としての 業務に対する個々の意識

2 13 意識の向上を図りたい。 を高め、ホーム全体の 1年
レベルアップを目指す。

居室にこもりがちな入居者 食事以外は、殆ど、居室にて

3 21 への働きかけ。 過ごしている入居者に、他の 6ヵ月
入居者との交流を持って

いただく。

入居者対応において問題が発生 適切なタイミングで、

4 11 した際に、ユニット毎のカンフ カンファレンスを実施できる 3か月

ァレンスが不十分である。 ようにする。

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

業務内容を見直し、作業効率を上げる

努力をして時間を作る。

有益な研修の情報交換を活発化する。

対象者の好みのレクリエーション等を

探り、職員を交えて複数人で実施する。

入居者の負担にならないように、現地で

の下見を入念に行い、必要があれば、

本部職員の手を借りる。

必要に応じて研修に参加する。法人内で

目　標　達　成　計　画

2017年3月11日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ふぁいと天神橋

 ユニット名 あおぞら

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

運営推進会議では事業報告、事故報告、利用者
の状況、等、ホーム内での出来事を行うと共
に、助言を積極的に得て、日々の運営に活かせ
るように努めており。困難事例、等の相談に於
いてサービス向上に行かせている。

市町村担当者とは、医療券発行、等にて協力を
得ている。

事業所と地域は運営推進会議委員の民生委員、
町内会長を通じてつながりを図っている。夏祭
り等には参加している。また、リサイクル活動
にも参加している。

近隣の認知症高齢者との関わりは、今後の課題
とされる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

地域密着型サービスに即した事業所理念を法人
理念との整合性を考えて職員合意の下に作り、
事務所の誰でも見やすい箇所に掲示し、日々の
実践に繋げている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

家族の定期的訪問の際に、意見要望を伺ってい
る。運営推進会議メンバーである家族代表者
は、会議の中で地域包括、民生委員に意見、要
望を表出できるよう、配慮し、運営に活かせる
ようにしている。が、運営推進会議家族代表へ
のなり手がいないのも、今後の課題とされてい
る。

日常生活自立支援事業の成年後見制度を利用されている利
用者がおり、月1度の訪問を受けている、また、現在、法定
後見人申し立ての入居者もいる。だが、現在退去されてい
る元入居者の法定後見人が興奮しやすく、清算金も滞らせ
る人で大変苦労しただけに後見人の質の差があることも承
知している・

契約、解約、改定時には充分な説明を行ってい
ると思われる、（本部営業が担当と同時に管理
者からの説明も行っている。）

身体拘束はいかなる場合も行っていない。通常
玄関の施錠も夜間以外は、特別に無断外出の危
険性ある場合以外には行っていない。

高齢者虐待については、事業所内で虐待が発生
しないように、職員同士で相互に注意し、情報
を共有することにおいて未然に防止している。
それと同時に職員にストレスがかからないよう
に日々情報共有、相談にて留意している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入所当初の本人の要望、不安、困っている事
は、入所時アセスメントだけではわかりにくい
ため、通常以上に、各職員が信頼関係を築く努
力をしている。

実践者研修、管理者研修、ケアマネ研修等、法
人外交換研修、各種法人外研修でもネットワー
クつくりはしているが、充分な成果があるとは
言えない。

労働時間は残業、休日出勤も少なく、所定内労
働時間内で治まっている思われる。また、有給
休暇もとりやすい環境にある。賃金体系につい
ては仕事の内容、個々人の能力を反映した内容
になっていかなければ、という点もある。

法人の資格取得援助制度がある為、該当者が適
正に利用できるよう周知徹底に努めている。以
前、制度はあっても知らないという職員が多
かったため、個別に一覧表を診てもらい、理
解、活用してもらい、介護福祉士受験に役立て
ている。

日々の運営に関しては、申し送り時、ホーム内
会議（フロアー会議、検討会議）時に意見、提
案を機会を設け、日々の業務、利用者への援助
に反映させるようにしている。また日常業務の
中で相談し合い、良い関係が築けている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

家族との連絡、訪問時の交流を通して、ともに
本人を支えあう関係をめざしている。が、訪
問、連絡の全く途絶えている家族もおり、どう
連絡を取っていき、当人と家族の関わりを回復
していくかが課題とされる。

家族、友人、知人の訪問は随時されているが特
定の入居者に限定されている。訪問が頻繁な家
族、来訪されない家族の差異がある。友人、隣
人等も訪問してくれる入居者もある。

入所時1～2ヵ月は暫定ケアプランとして、主訴
の把握、ADL状況の把握に努め、状態把握後
に、施設サービス計画書作成により、その時々
にどのような援助をすればよいのかを考えて支
援するように努力している。

家事への参加を中心に本人ができることを見出
し、その人なりの役割を果たして自己実現でき
るように援助している。入居者同士の支え合い
も良好になされている。

サービス開始時点で、家族、利用者からの今現
在困っていることを聴き、主訴に基づいたサー
ビス計画書の作成をして関係を構築するように
している。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

各職員が個別に各入居者と交流し現状の暮らし
の把握に努め、情報交換していると思う。情報
共有は継続的に良くなされていると思う。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入所時アセスメントだけでは把握できない事も
多いため、日々のコミュニケーションを通し
て、これまでの暮らしを把握できる様に各職員
が努力している。

他施設移動後は関係は途絶えがちではある。移
動先施設相談員には状況を暫くは聞いたりする
が、時間の経過とともに途絶えがちではある。

訴えの多い方だけでなく、意向表出の稀な方、
困難な方に対しても、日々の交流、観察を通し
て意向把握ができる様、各職員が自主的に行っ
ている。自分の思いや意向を表明できない入居
者の暮らし方の希望、意向の把握に努めること
こそ重要と考えている。

利用者同士の諍いがあるい場合は、職員が良い
関係を築けるように、仲介等の援助、気分転換
のできる援助をしている、また入居者同士、諍
いを超えて支え合っている良い傾向にもある。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

民生委員、一部の地域住民との交流はあるもの
の、地域資源を有効に把握し、活かしきれては
いない。社会福祉協議会のボランティアにはき
ていただいている。地域包括等の地域資源も随
時活用できるように検討中である。

毎週1回の定期訪問により、診察、処方等適切
な医療を受けられるように支援されている。

個別記録、申し送りノートを通じて日々の実
践、介護計画の見直しにつなげているが、重要
な申し送り事項に関しても、重要申し送りノー
トによって行っている。

事業所の多機能化には繋がっていない。

本人、家族、必要な関係者、職員との情報共有
により介護計画作成に努めている。モニタリン
グの共有化も行うべく努力中である。また介護
計画による日々の援助を中心としている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

家族、ケースワーカー等関係者と重度化した場
合の同意書を交わし、早い段階から説明して同
意をえている。推進会議等を通じて、地域包
括、民生委員からは助言をえてはいる。

急変、事故時の対応はマニュアル、ＮＳ等の指
示により誰でも対応できるように振り返り、指
導等を行っている。

防災マニュアルの周知(職員が日ごろから見て
おく）、推進会議メンバー、近隣住民、との防
災訓練の実施も連絡を取り合っている。

毎週のNS訪問と、24時間コール体制により、看
護師との連携、相談は達成されている。異変
時、転倒、等の際にはNsに指示を受けて入居者
対応している。

退院後の管理については看護サマリー、相談室
との連携により病院の指導に添って行われて、
その後かかりつけ医に引き継いでいる。緊急対
応時に、入院していた病院への受け入れがス
ムーズに行われるように、更に連携をとる必要
はあると感じている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

食事は朝食以外は入居者と職員が共に食し、配
膳、下膳も入居者が出来ることを行っている。
（テーブルセット、配膳、下膳、食器洗い、拭
き等）食べるペースが遅い入居者にも、ゆっく
りと食してもらえるような環境を作れるように
毎食事に気を使っている。

入居者は自分のペースにて毎日の生活を送って
いる。職員の都合、決まりはその都度入居者と
調整してその人らしい暮らしを目指している。

自宅より持ち寄ったもの、入所以降購入したも
のを含め、身だしなみ、おしゃれの支援はされ
ていると思う。重度者に関しては着脱しやすい
好みの衣類を提供できるよう検討中である。ま
た定期的なおしゃれ着の買い物も行っている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

トイレ時のプライバシー確保、個人情報を他入
居者に安易に流れないように、申し送り時等の
声の大きさ等にも十分配慮して行う様に配慮し
ている。

自己決定を尊重している。他入居者との不公平
感が生じないように配慮もしている。重度な状
態、認知症の進行で自己決定できかねる入居者
に対しては、真意を汲み取る努力をしている。
更なる意思の吸い上げが必要である。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

牛乳、ヨーグルトの適宜提供している。、(嫌
いな入居者もいる為全員ではない。）、便秘の
原因になるものを探るようにはしている。（薬
の副作用、加齢による腸の蠕動運動の低下等）

基本的に日時は決めないようにしている。が曜
日にこだわる入居者もいるために、大まかには
決めたうえで、柔軟に対応している。

毎食後の口腔ケア支援と共に、特に必要と思わ
れる利用者には、訪問歯科師、歯科衛生士によ
る口腔ケア指導を利用していただいている。

現在はオムツ対応している入居者はいないが、
リハパン、パット対応の入居者にはトイレでの
排泄支援を継続し、失禁が少なくなるように援
助している。パット、夜間パットはその都度調
整して使用している。

食事の栄養バランスは業者により管理。水分量
も既往症を考慮して記録により管理している。
食べる量、塩分量、糖分、油加減は既往症、体
重、身体の大きさを考慮して提供している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

本人が希望した場合、管理力に応じた額を本人
の安心のためにお預けしている入居者もいる。

折り紙のリビング装飾、将棋、トランプ、買い
物同行、家事の手伝い、園芸等、張り合いのあ
る日々を過せるよう支援している。イベントの
際の写真をカベに装飾して楽しさを思いだして
いただいている。

買物の際の外出同行、家族との外出で日常的な
外出支援は行っているが、外出機会のない入居
者、居室に閉じこもりがちな入居者への対応は
継続して課題とされる。

就寝、休息の時間はその人それぞれに任せてい
る。消灯は21時にはなっているが、自室にてテ
レビをみていたりする入居者もいる。寝る時間
はあえて本人に任せているが昼夜逆転等で本人
の生活リズムが崩れる間合いは就寝の声かけで
対応している。

薬事表を下に各職員が入居者の薬の目的、副作
用、用法、用量を把握するようにしている。疑
問の点は月二回の薬局の居宅療養管理指導にて
説明を受けている。また薬事表、処方箋のコ
ピーにて、薬剤の効能、福井作用についても各
職員把握する努力をしていつ。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

居宅より持ち寄った家具、備品等を居室に置い
て、居心地良く暮らせるようにしていただいて
いる。室内をかたづけられない入居者、荷物の
多い入居者に関しては、職員が整理等の支援を
している。またその入居者にとって、家具、備
品が危険とならないかも考慮して対応してい
る。
建物内はバリアフリーにできているが左麻痺の入居者の手
すりの位置（麻痺側との関係）入浴時の介助用品等、改善
しなければならないことは多い。（バスボードの購入、浴
槽の手すりが片側しかない、等）食席、ソファーカバーの
はみ出し、等が危険とならないように日々観察して、修正
している。

室内温度、光の注ぎ具合等、入居者の希望を考
慮に入れて職員が調整している。また2階テラ
ス、等にプランターを置き、季節の野菜、花、
等栽培して、季節感を取りいれ、楽しんでいた
だいている。室内気温の調整が困難な入居者に
は職員がその都度対応して室内温度管理してい
る。

以前は居室で過ごす方が多かったが、ソ
ファー、食席等で思い思いに他入居者と交流し
てすごす入居者が多くなった。。ある程度、居
場所が固定されてはいるが、各入居者が自由に
どの場所でも過ごせるように支援している。ま
た入居者同士、譲り合ってソファーにて過ごさ
れている。

電話をかける、手紙を出すことは、職員が手助
けしながら、支援している。家族の気持ちにも
配慮しながら、電話手紙を出してもらう等の支
援に心がけている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



事業所 ふぁいと天神橋

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

遠出の日帰り旅行等の支援 気候の良い時期にバスを

1 49 が出来ていない。 レンタルし、普段行けない場所 6ヵ月

で気分転換をする。

職員の対人援助者としての 業務に対する個々の意識

2 13 意識の向上を図りたい。 を高め、ホーム全体の 1年
レベルアップを目指す。

居室にこもりがちな入居者 食事以外は、殆ど、居室にて

3 21 への働きかけ。 過ごしている入居者に、他の 6ヵ月
入居者との交流を持って

いただく。

入居者対応において問題が発生 適切なタイミングで、

4 11 した際に、ユニット毎のカンフ カンファレンスを実施できる 3か月

ァレンスが不十分である。 ようにする。

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

入居者の負担にならないように、現地で

の下見を入念に行い、必要があれば、

2017年3月11日

目　　標
具体的な取組み内容

本部職員の手を借りる。

必要に応じて研修に参加する。法人内で

有益な研修の情報交換を活発化する。

目標達成に向けた

対象者の好みのレクリエーション等を

探り、職員を交えて複数人で実施する。

努力をして時間を作る。

業務内容を見直し、作業効率を上げる
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